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長らく“ 聖なる 川”と 崇め られ橋 を架 けること が許さ れなか った 大

きな河川 に、こ のたび 地元 の村の 住人 達の手に よって 橋が架 けら れ

ることと なった 。  

 

「はぁぁ ！！！ 凄くや りが いのあ る仕 事だった ねぇ！ ロディ ！」  

「そうだ ね！ク タクタ だけ ど心地 良い よ」  

「この橋 が完成 すれば 対岸 へ苦労 なく 行ける。 その夢 のため なら ど

んな苦労 でも大 歓迎っ てな もんさ ！」  

「リミザ の言う とおり だよ ！」  

その日の 巨大橋 敷設工 事の 仕事を 終え た若者達 は、汗 だくの 青い 作

業着を脱 ぎ捨て 、照り つけ る太陽 の下 橋から宿 場へ帰 る途中 にあ る

池の澄み 切った 水面に 飛び 込んだ 。  

この若者 達の名 はロデ ィ（男）、ロハン（男）、リミ ザ（女）、ル イー

ザ（女）。男女 二人ず つの男 女班だ 。  

４人は合 計で３ ０もあ る橋 杭の一 つを 組み上げ る作業 をして いた の

だ。  

“ザッパ ァァァ ーーー ーー ンッッ ッ！ ！！”  

大きな水 しぶき を上げ て透 明で美 しい 水が弾け とんだ 。  

 

大きく延 々と南 へ続く ひた すら長 い川 がある。  

そして長 らく、 その川 に橋 が架か って いないこ とは村 の住民 たち の

悩みの種 であっ た。  

古代より 村には 、この 川が “神々 の通 り道であ る聖な る川” であ る

という言 い伝え が存在 した 。そし てそ の言い伝 えを遵 守する とい う

確固たる しきた りによ り、 橋を架 ける ことが許 されな かった のだ 。  

さ ら に こ の 川 は 川 幅 が 優 に １ ０ ０ メ ー ト ル を 超 え る 巨 大 な 川 で あ り 、

おまけに 凶暴な 肉食魚 や猛 毒プラ ンク トン、そ して襲 われれ ばひ と

たまりも ない人 食いワ ニの 巣窟だ った ため、と てもで はない が一 筋

縄で渡る ことが 出来る もの ではな かっ た。  

川の向こ う岸へ 行くた めに は村か ら約 １５０キ ロも離 れた上 流の 大
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橋まで行 かなけ ればな らず 、その 事実 は内燃機 関（エ ンジン ）を 持

たず、徒 歩かあ るいは 馬車 しか移 動手 段を持た ないこ の村の 住人 達

にとって 大きな 悩みの 種で あった 。  

対岸の町 にはこ の村に はな い色と りど りの市場 がある 。さら には 香

辛料があ り、そ して優 雅な 踊り場 ある 。 

この川の 向こう 側は、 村の 住人達 にと って夢の 世界の ような 場所 で

あった。  

 

“昔から の言い 伝え”  

ずっとず っと、 この村 の住 人達は それ が大切だ と教え られ育 って き

た。  

しかし、 ここ近 年で若 者達 の数が 増え ているこ の村に は次の よう な

声が聞か れるよ うにな って いた。  

“そんな 言い伝 えなど ぶち 壊して この 川に橋が 架けた い”  

そして時 を追う ごとに その 意見は 強ま り、次第 に村全 体が川 の神 聖

さを重ん じるよ り自分 達の 欲望を 優先 すべきだ という 風情に 変わ っ

ていった 。  

そしてつ いに、 最後の 最後 まで橋 の設 置を反対 し続け ていた 村長 を

住人の若 人達が 一致団 結し 、村の 山の 太い木の 幹にく くり付 けて 排

除してし まった のだ。  

邪魔者が いなく なった 村。  

若者達は 自分達 の意志 を勝 ち取っ たの である。  

 

「これで 橋の設 置決定 は俺 達のも のだ ！決して 跨（ま たが） って は

ならない とされ ていた この 川に橋 を架 け、堂々 と向こ う岸ま で歩 け

る時が来 るのだ っ！！ 」  

長らく形 のない “しき たり ”と言 う名 の束縛に 抑圧さ れ鬱憤 すら 溜

まってい た若者 達は、 堤が 取り崩 され た川の水 ような どこま でも 広

がる開放 感に浸 りなが ら橋 の敷設 工事 を始めた のだ。  

足場の確 保のた め、一 部の 川の流 れを 堰き止め ながら 、若者 たち は
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本来の稼 業すら 放置し て皆 で協力 し合 い、猛ス ピード で橋の 設置 を

進めてい った・ ・・。  

 

ザパァッ ！！  

「ンプハ ァッ！ ！やっ ぱり 仕事で かい た汗を洗 い流す のって 気持 ち

いいなぁ ！！」  

ロハンが 水面か ら顔を 出し て叫ぶ 。  

「じゃあ そろそ ろ宿場 へ帰 りまし ょう よっ！」  

ルイーザ が笑っ た。  

その日の 工事を 終えた ４人 。  

４人は全 員が２ ２歳と 若い 。  

４人は池 に飛び 込んだ 時か ら体に 何も 身につけ ていな い。素 っ裸だ。 

意気揚々 と大手 を振っ て、 ４人は 工事 の拠点で ある宿 場へ戻 って い

く。  

暮れ始め た空を 眺めな がら ・・・ 。  

 

ちなみに この橋 の敷設 工事 が始ま る前 、ロディ とロハ ンは近 くの 穀

粉を製造 する水 車小屋 で、 ルイー ザと リミザは 製糸工 場で働 いて い

た。  

橋を組み 立てて いく班 決め の際、１ ０ 代の頃同 じ私塾 に通っ てお り、

仲が良く てチー ムワー クが 抜群と 判断 されたこ の４人 は同じ 箇所 を

任される ことと なった 。  

橋の工事 では男 も女も ない 。いち 早く 完成させ るべく 、若人 達が 総

出で工事 に望ん でいる のだ 。  

そして、 出来る 限り早 い期 間で完 成さ せるべく 進めら れてい る工 事

であるた め、労 働者の 若者 達は各 々の 宅に戻る ことを せず、 近く に

設けられ ている “宿場 ”を 拠点と して 工事労働 に励ん でいる 。  

 

裸の４人 が宿場 に向か って 歩く。  

肉体労働 を終え た後で ある にも関 わら ず、４人 は元気 一杯だ 。  



5 
 

 

普段から それな りの肉 体労 働をし てい る４人は そろっ てカラ ダも 逞

しく、筋 肉質で 、健康 体そ のもの 。も ちろん女 子であ るルイ ーザ と

リミザも だ。  

４人は臨 時で設 けられ たテ ント型 の宿 場へ戻っ てきた 。  

その間も ４人は 何も衣 服を 身につ けて いない。 工事現 場付近 に村 の

民家はな く、村 の老人 ・子 供たち に見 られるこ ともな いため 、橋 の

敷設工事 に励む 若者達 は実 に開放 的に なってい るのだ 。  

バサッ！ ！  

ロディが 宿場の テント の入 り口を 重ね て閉じた 。  

「じゃあ 始めま しょ！ みん な体力 は残 ってるわ ね？？ 」  

ルイーザ が自分 以外の ３人 に声を かけ た。  

「当然さ 、まだ まだ元 気だ ぜ！！ 」  

意気込ん だロハ ンのペ ニス は既に 最大 に勃起し ていた 。  

 

 

―――体験版はここまでです――― 

 

 


